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11の理由について､それぞれ5段階 (1点 ｢まったくあてはまらない｣～5点 ｢とてもよくあてはまる｣)で評定す
ることが求められた｡11項目の具体的内容はTable2を参照のこと｡
Ⅱ.自身についての個人的見解 :｢◇あなた自身についての個人的見解｣として､｢1.今の自分に満足している｣





所属部局 計 男 女 学部 大学院
文 39 18 21 38 1
教育 57 27 30 53 4
経済 1 1 0 1 0
総合人間 5 2 3 5 0
人間環境学研究科 3 0 3 0 3
理 10 6 4 8 2
農 2 1 1 1 1

































合計 121 57 64 109 12
くあてはまる｣)による回答を求めた｡
Ⅲ.自身の未来についての見解 :｢1.自分の人生が両親と同じようになったらよいと思う｣など3項目 (Table3






























































F3 0.151 0.028 1
Tab】e3 ｢ポジティブな自己信念｣尺度の因子分析結果

































































0.752 8.95 3.71 4-20 4 17
0.676 8.76 3.01 3-15 3 15
0.609 9.62 2.41 3-15 3 15


















































































ス トレスフルな状況における 大学進学動機 ポジティブな
ポジティブな認知 周囲の勧め モラトリアム 能力の向上 自己信念
進路に関すること 0.027 0.009 0.444** 0.529☆★
学業に関すること 0.021 -0.023 0_446☆* 0.605納
入間関係に関すること 0.063 -0.012 0.042 0.330納
経済 (お金)に関すること 0.243☆☆ 0.170 0.209☆ 0.180☆





※図中の係数は ｢非学業的な進学動機｣- ｢進学動機能力の向上｣､｢非学業的な進学動機｣- ｢ポジティブ
な自己信念｣についてはp<.10で､その他の係数についてはp<.05で有意であったO
※誤差変数は省略したo


















Figurelにおいて､非学業的な進学動機 (｢周囲の勧め｣と ｢モラトリアム｣) は ｢ポジティブな自己信念｣とは低
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